
2次元系における量子力学

Made by R. Okamoto (Kyushu Institute of Technology)
Filename=2dim-Quantum-summary080507a.ppt

座標、運動量、シュレディンガー方程式と波動関数
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座標、運動量、シュレディンガー方程式と波動関数
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座標演算子、運動量演算子と正準交換関係

ハミルトニアンとシュレディンガー方程式

波動関数の規格化
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2次元系の自由粒子の波動関数：2次元平面波
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２次元量子箱
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シュレディンガー方程式
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(a=b)の場合には、二つの量子数の異なる

組み合わせでもエネルギーが

同じになることがある。(縮退、degeneracy)。
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量子箱（井戸）ポテンシャル



角運動量演算子と方向量子化
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波動関数の方向依存性の大きさとしての角運動量

角運動量の大きさは離散的である。

プランク定数
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角運動量演算子（のz成分）

固有値方程式

角度の周期性

規格化



2次元角運動量の固有関数の例
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量子系では対称な軸のまわりの回転は観測されない！

（→対称な軸のまわりには回転しない）
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回転運動のハミルトニアンとエネルギー量子化
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実例：２原子分子の励起エネルギースペクトルなど
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古典物理学における

剛体の運動エネルギー
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